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可換環の準同型 f : A → Bがあると、A加群の圏ModAとB加群
の圏ModBの間に随伴関手

B ⊗A (−) : ModA ⇐⇒ ModB : f ∗

ができる。このとき B ⊗A (−)は descent category と呼ばれる圏
Desc(f)を経由する。古典的なGrothendieckの定理は fが faithfully
flatのとき、

ModA → Desc(f)

が圏の同値であると主張する。これはホモトピー論的には次のよう
に述べることができる。f のCech nerveによりできる余単体的可換
環をB•とすると、f が faithfully flatのとき、A加群の圏ModAか
ら余単体的圏のホモトピー逆極限への関手

ModA −→ holim
∆

ModB•

が圏の同値を与える。
Structured module (あるいは spectrum)は加群のホモトピー論に

おける対応物であり、structured commutative ring (あるいは E∞-
ring spectrum)は可換環のホモトピー論における対応物である。こ
の講演では、structured commutative ring上の structured module
に対する descent theoryを higher categoryを用いて定式化するお話
をする予定です。


